






































Moodle で機能するタイピングソフトを用いた 

学習支援コンテンツ 
 

福永 哲也※１ 
Tetsuya FUKUNAGA 

 
 
1. 作成した学習支援コンテンツの紹介 

1 年生の電子制御工学概論の授業内でタイピング

の試験が行われている．しかしながら市販のタイピ

ングソフトを用いた場合，得点の集計を行うことが

難しいため，Moodle で機能するタイピングソフトを

作成した．製作したタイピングソフトを図 1に示す． 

 
図 1：製作したタイピングソフト 

  

 製作したタイピングソフトは，表示される英語のス

ペルを正しくタイプし，それを評価する物である．評

価項目はタイピング完了時間とミスタイプ数である． 

また，タッチタイピングを習得するには多くの時間を

要するが，その補助としての機能を加えた．具体的に

A～Lなど 1段のみのタイピング練習機能，小指のみを

使ったタイピング練習機能など苦手な動きを集中練習

する機能も取り入れている． 

 

2. 今後の学習支援コンテンツの拡張 
タッチタイピングの早期習得に向けて，苦手な箇所

の集中練習機能は自分で選択して練習を行わせるよう

にしているが，将来的には苦手なタイピング文字を分

析して自動的に選択できる，もしくはその文字が多く

使用されるスペルを集中的に出題するようなソフトと

していくようにしたいと考えている． 

 
※1：岐阜高専電子制御工学科(教授) 
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STORM Maker を用いた学生によるコンテンツの作成 
 

小川 信之※１ 
Nobuyuki OGAWA 

 
 

今年度導入された STORM Maker は、素材を基に容易にコ

ンテンツが作成できることを特徴としている。 

アクティブラーニングでは、自ら主体的に学ぶことで深い

理解を身に着けさせるが、プレゼンテーション、ディスカッ

ション、ディベートなど、学生自ら知識や意見を発信すると

いう点は重要とされている。グループワークにおいても、学

生同士で他者に教えることは鍵とされている。 

本ソフトの利用については、教員のコンテンツ作成のみな

らず、学生自らがコンテンツを作成して発信することを想定

しており、学生の創作活動自体がアクティブラーニングにな

ることに加えて、作成された教材自身がアクティブラーニン

グ授業で活用可能となる。 

学生の教材作成においては、教員が、その教材の内容をフ

ァシリテートすることで、教材の質や量が保障されると共に、

学生のコンテンツ創作活動自体のアクティブラーニングの

質も高めることができる。 

本報告では、学生のコンテンツ創作活動によるアクティブ

ラーニング実践の試行として、小川研究室の卒研生（建築学

科５年川地）に、教材作成をさせた事例について紹介する。 

学生は、卒業研究ですすめている建築音響に関する内容のテ

ーマとしての教材作成を実践した。（図１） 

 学生は、簡単作成モードを利用することで容易に教材を作

成した。元になるパワーポイントをアニメーション付きで作

成し、ノート機能を用いて、そこに必要な原稿を書いて、パ

ワーポイント素材を作成した。学生は、ノート機能に記入し

た原稿を、STORM Maker を用いて音声合成して教材に割り

当てた。今回は動画を使ったので、動画の素材を追加し

ている。動画として、学生は、スマートフォンで撮影

したものを使用している。図２のように、動画に合わ

せてパワーポイント等のスライドの変わるタイミング

やアニメーションのタイミングになるキューポイント

を変更し、図３にて動画の枠があるレイアウトを選択

して設定した。 
STORM Maker を用いて、学生は、パワーポイントや動画

などの素材を用意することで、容易に教材を作成でき、パワ

ーポイントや動画の素材の作成において学生は、十分深く内

容を理解することとなりアクティブラーニングとしての目

的も達せられることがわかった。 
 

※1：岐阜高専建築学科(教授)

図 1 学生が作成した教材のスナップショット例 

図 2 キューポイントの編集画面 

図３ レイアウトの変更画面 
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STORM Maker 使用の「インテリア」コンテンツの作成 
 

青木 哲※１ 
Tetsu AOKI 

 
 
 今年度導入されたSTORM Makerを使用してコンテ

ンツの作成を試みたので報告する。 
対象とする授業科目は、建築学科2年後期に行う「イ

ンテリア基礎」である。この科目では、インテリアに

関する基礎的な知識をまず学習した上で、実際の演習

課題（模型作成・プレゼンテーションボードの作成な

ど）を実施している。対象となる学生はまだ低学年と

いうこともあり、建築・インテリアに関わる知識は乏

しい。そのため、授業内で取り上げる「心理的効果」

については、学生自身の視覚的な実感を伴う形で進め

ることが、非常に重要であると考えている。 
今回作成を試みたコンテンツは、授業内で使用して

いるPowerPointのデータをSTORM Makerの簡単作成モ

ードで作成したものである。図1では、同じ内容のスラ

イドであっても、背景の色彩・装飾・フォント種など

を変更することで、全く異なったイメージとなること

を示している。また図2では、私たちが生まれてから身

につけて来た常識と異なることを視覚的に提示すると、

違和感を持つことがあることを示している。これら例

のように、視覚的な効果を実感しながら、それらをど

のようにインテリアに活用できるかを事前に学習する

ことで、その後行う課題に活かせる形としている。 
これら教材を自宅学習で可能にすることにより、課

題作成に使用できる時間を、より多く確保することが

できたり、課題作成の際にも参照しながら行ったりす

ることも可能となると考えられる。ただし、スライド

をサーバにアップすることで、作品例などを紹介する

際の写真などの著作権処理が問題となるであろう。 
 
※1：岐阜高専建築学科(准教授) 
 

図 1 背景等の変更によるイメージの相違 

図 2 常識との相違による違和感 
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